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２２－－1100  防防災災  

（（１１））施施策策とと事事業業一一覧覧  

     

●●【【重重点点事事業業】】地地域域防防災災力力向向上上事事業業（（⇒⇒PP6622））

●●【【重重点点事事業業】】防防災災力力強強化化事事業業（（⇒⇒PP6633））

●●【【重重点点事事業業】】消消防防体体制制充充実実・・強強化化推推進進事事業業（（⇒⇒PP6644））

○相馬地方広域消防本部内の市町村との応援体制の確保など、広域的な消
　防体制の強化を推進する

○自主防災組織について、行政区単位での維持が難しい場合は複数行政区
　での連携等も含めた検討を行う

○行政区対象に防災の勉強会を開催するなど、防災・防犯を学ぶ機会を創
　出し、防災への意識付けを図る

　安全・安心の確保

　災害に向けた備えの強化

○ドローン等の先端技術装備の導入を検討する。特にドローンについては
　平常時にも様々な活用ができるため、積極的に検討を行う

　火災予防対策の強化

○火元を減らすための工夫として、電磁調理器や消火器設置への補助等の
　支援を検討する

○住宅用火災警報器の必要性について周知するとともに、設置や交換に対
　する補助等の支援を行う

　危機管理体制の強化

○国に対する除染の徹底の要望、国に対する除去土壌の早期搬出の要望、
　各種モニタリング、各種検査、放射線知識の正しい普及など、放射線対
　策を継続する

○原子力災害にも対応した地域防災計画を作成し、防災対策の推進と継続
　的な運用、定期的な見直しを行う

　消防・火災予防対策

　消防体制の見直し・強化

防災分野の柱：自分たちの安全は自分たちで守る強靭な地域防災

　防災体制の強化

　災害時の情報伝達・共有

○村民の防災意識向上を兼ねて、サイレンの各地区での管理を継続する

　地域防災力の向上
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（（２２））重重点点事事業業  

事事業業名名  地地域域防防災災力力向向上上事事業業  

行政区ごと又は複数行政区で話し合い、行政区ごとの避難計画・ハザードマップ※１を作成

します。また、これを活用して行政区ごとの消防訓練・避難訓練を実施します。 

震災後の人口減少・高齢化により、地区防災組織の維持が難しくなっている中、行政区間

の連携も視野に入れながら、地域主体の防災体制の再構築を目指します。 

また、ハザードマップの作成や防災訓練の実施により、災害を未然に防ぐための情報共有

を図ります。 

 

【【工工程程表表】】 

年年度度  全全体体  行行政政区区  村村((総総務務課課))  

RR33  ・地区別計

画策定とあ

わせて避難

計画、ハザ

ードマップ

作成 

・防災訓練 ・行政区総会での内容確認 

・地区別計画先行モデル地区選考 

・訓練実施 

・行政区長会、行政区

総会での説明 

・地区別訓練計画案

作成・運営 

・訓練実施 

RR44    ・行政区で

の内容検討 

・先行地

区の結果

共有、村総

合防災訓

練実施 

 ・上記の

支援 

 

RR55    ・行政区で

の訓練実施 

 ・訓練結

果検証、

計画反映 

 ・教育機

関等外部

での広報

活動実施 

RR66    ・村のイベ

ントにあわ

せて訓練の

実施 

  ・上記の

企 画 立

案、イベ

ント開催 

 

RR77    ・行政区で

の訓練実施 

・村のイベ

ントにあわ

せて訓練の

実施 

    

  
※１ ハザードマップ：自然災害が発生した際の被災想定区域や避難場所、避難経路などの防災関係施設の位置

などを表示した地図。 
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事事業業名名  防防災災力力強強化化事事業業  

過去の災害の教訓を踏まえ、大規模災害発生時にも対応できる物資の備蓄や緊急時情報伝

達手段等の防災等に関する整備の検討を進めます。 

検討の着手段階では、行政区長会や行政区総会で説明を行い、各行政区の現況を確認する

とともに、備蓄品や備蓄場所、連絡手段等に対するニーズの把握に努めます。 

また、緊急時情報伝達手段等については、役場周辺・携帯不通話地域など地域の実情に沿

った手段など、柔軟な検討を行います。 

さらに、強靭な地域防災実現のため、消防関係、教育関係、医療・福祉・介護関係、農林

業関係、エネルギー供給関係、水道等公共施設、空き家対策等について防災等の整備を随時

検討・実施し、災害等の備えについて充実・強化を図っていきます。 

 

【【工工程程表表】】  

年年度度  全全体体  行行政政区区  村村((総総務務課課))  

RR33  ・緊急時連絡手段、

備蓄等に関する関

係者協議 

・行政区長会、行政

区総会での説明 

・ニーズ調査等実施 

・行政区内での備

蓄品の確認、要望 

・行政区長会での

説明、協議 

・村備蓄品の確認、

備蓄場所の検討 

・その他防災等整

備の検討 

・緊急時の連絡手段

の整備検討 

RR44   ・ 整 備

実施 

・モデル

地区の防

災訓練か

ら得た結

果を各地

区別計画

に反映 

・順次整備実施   

RR55  ・整備実施    ・整備実施 

RR66       

RR77   ・ 備 蓄

品等の確

認、増強 

 ・備蓄品等の確認、

増強 
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事事業業名名  消消防防体体制制充充実実・・強強化化推推進進事事業業  

村内企業への消防団設置による昼間火災への対応力強化など、消防体制の充実に努めます。 

消防団組織については、企業消防隊のほか、女性消防隊組織の見直し、改編や、村内滞在

者の団員制度等検討を進め、充実・強化を図ります。 

また、行政区の地区別計画策定への消防団の参加、教育機関等外部での広報活動実施など

もあわせて実施します。 

 

【【工工程程表表】】  

年年度度  全全体体  消消防防機機関関・・企企業業等等  村村((総総務務課課))  

RR33  ・地区別計画

策定とあわ

せて見直し 

・地区相互間の連携強化 

・村内企業消防組織との合同

訓練 

・村内企業の消防隊についての

説明 

・消防団組織、自主防災組織の見

直し 

・消防団幹部会議の開催 

・村内企業に対しての説明と協力依

頼 

・村内滞在者の団員制度等検討 

・消防資機材車両更新、村消防団本

部事務所・資材倉庫整備 

RR44   ・企業消防隊の発足 

・地区別計画に消防団の参 

 加 

・企業消防隊の発足 

・団員募集PR活動の実施 

・消防団OBなど多様な人材の活

用検討 

RR55   ・組織の改編 

・村総合防災訓練への参 

加 

・消防組織改編の村民説明 

・教育機関等外部での広報活

動実施 

RR66  ・充実・強化 ・消防団、自主防災組織、

企業消防隊の訓練実施 

・上記団体の協力支援 

・役場消防隊の訓練実施 

・役場組織内の災害図上訓

練の実施 

RR77   ・消防機関の連携訓練 ・消防機関の連携訓練の

協力支援 

・役場組織内の災害対応

訓練の実施 
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２２－－1111  建建設設  

（（１１））施施策策とと事事業業一一覧覧  

 

   
建設分野の柱：助け合いで築く誰もが安心できる暮らし

　公共交通の確保

　住民主体の移動手段確保

○買い物支援などの地域支え合い事業や福祉部門で実施する移動支援との
　連携、役割分担などについて、あわせて検討を行う

　公共交通等の維持・活用

●●【【重重点点事事業業】】住住民民主主体体のの移移動動手手段段整整備備推推進進事事業業（（⇒⇒PP6666））

○住宅用LED防犯灯設置の補助金などの支援制度を検討する

○携帯電話の不通話エリアを解消し、利便性の向上を図るとともに、緊急
　事態に備えられるよう、関係機関への要望を継続する

●●【【重重点点事事業業】】景景観観形形成成推推進進事事業業（（⇒⇒PP6677））

　くらしを支える基盤整備

○国・県管理の河川や道路については関係機関へ改修等の要望を継続して
　行う。特に、高速道路出入口への接続や幹線道路ネットワークの構築に
　ついては重点的に要望する

○基幹道路を重点的に、村道の２次改良、村民生活に密着した足下道路の
　整備、凍結時に安全な道路の整備を推進する

●●【【重重点点事事業業】】村村民民ととのの協協働働にによよるる村村道道管管理理継継続続事事業業（（⇒⇒PP6688））

　生活安全性の向上

○街路灯・防犯灯が必要な場所を調査し、整備する

○公共交通について、村民や来訪者等、利用者への情報提供に努め、利用
　促進を図る

○子供も含めた村民が公園の管理や道路沿いの花壇整備などに参加できる
　仕組みづくりを行う

○村民によるオープンガーデンなど花と緑の村づくりを推進するため、コ
　ンテストなどのイベントを検討する

○景観を阻害している空き家等を対象として円滑な対策を進めるため、空
　き家等対策計画の策定に向けた検討を行う

○路線バスと村営のバス等の交通の乗り継ぎ場所の確保等、連携方策につ
　いて検討を行う

○スクールバスや、医療・福祉施設等の送迎バス、買い物バス等の村営の
　バスについて効率的で一体的な運用の検討を行う

　住環境の維持・管理

　景観形成
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（（２２））重重点点事事業業  

事事業業名名  住住民民主主体体のの移移動動手手段段整整備備推推進進事事業業  

自家用車等を用いたデマンドタクシー※１等の村民主体の移動手段と村営バスなどの公共

交通が連携し、行きたいところに気がねなく行ける仕組みづくりを目指し検討を行います。 

制度内容協議・モデル地区の選定にあたっては、村づくり推進課が主体となって地域公共

交通会議を設置・開催するとともに、村民参加型ワークショップを開催し、利用者ニーズを

把握します。 

まずはモデル地区での実証実験を実施、実験結果を反映しながら制度の見直しを行い、本

格開始、周知徹底を進めていきます。 

 

【【工工程程表表】】  

年年度度  全全体体  村村民民  村村((村村づづくくりり推推進進課課))  

RR33  ・制度内容協議、モ

デル地区の選定 

・ワークショップへの参加

（利用者の立場から要望を

出す） 

・地域公共交通会議の設置･開催 

・村民参加型ワークショップの 

開催 

RR44     

RR55  ・モデル地区での

実証実験 

・制度への登録 ・実証実験の 

反映 

・制度の周知 

徹底 

（ホームペー

ジ掲載、窓口チ

ラシ配布、説明

会・お試し会の

開催等）  

RR66  ・モデル地区での

制度本格開始 

・制度利用  

RR77        

  

  

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

※１ デマンドタクシー：利用者の必要に応じ（=デマンド）予約制で柔軟な運行を行う公共交通の一つの形態。

自動車の定員内、同じ予約時間帯、ルート等の範囲で乗り合いになる場合もある。 
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事事業業名名  景景観観形形成成推推進進事事業業  

村の美しい景観を保全・継承していくため、景観計画づくりを行い、村・村民・事業者が

協力して村の景観づくりに取り組みます。 

計画策定にあたっては、村が説明会を開催し、村民意見を反映しながら検討を行います。 

また、村民は、「景観学習」などの景観づくりの取り組みへの参加などにより、内容を確

認・理解することで、地域ぐるみでの景観形成を進めます。 

 

【【工工程程表表】】  

年年度度  全全体体  村村民民  村村((村村づづくくりり推推進進課課))  

RR33  ・計画策定の

検討 

・景観計画策定に関する説明

会などへの参加 

・景観計画策定

の予定があるこ

とを村民へ周知 

・景観づくりに

対する補助金

を含めた幅広

い支援の実施 

RR44   ・景観計画の

内容を確認・

理解 

・「景観学習」

などの景観づ

くりの取り組

みへの参加 

  

RR55  ・計画推進 ・景観計画を

順守した建築

物等の計画、

申請 

 ・景観計画の周

知徹底（ホームペ

ージ掲載、窓口チ

ラシ配布等） 

・確認申請受付

時のチェック 

 

RR66      

RR77      
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事事業業名名  村村民民ととのの協協働働にによよるる村村道道管管理理のの継継続続  

村道の維持・補修を順次実施するとともに、道路側溝の清掃等を村民主体で実施するなど、

村民との協働による村道の適切な管理を継続します。 

村民は、現状で年 2 回程度実施している行政区単位での路肩の草刈りを今後も継続して

実施します。 

村は、村民活動の支援・促進を行うとともに、側溝の維持管理（土砂上げ等）や道路の維

持管理（補修・オーバーレイ※１）などを引き続き実施します。 

 

【【工工程程表表】】  

年年度度  全全体体  行行政政区区  村村((建建設設課課))  

RR33  ・村民と行政協働での村

道等管理 

・行政区単位で路肩の 

草刈り 

・側溝の維持管理 

（土砂上げ等） 

・道路の維持管理 

（補修・オーバーレイ） 

RR44        

RR55        

RR66        

RR77        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ オーバーレイ：小さなひび割れや磨耗などで劣化した道路を修繕する工法。元の舗装面に新しいアスファ

ルトを重ねて道路を舗装する。 
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２２－－1122  行行財財政政  

（（１１））施施策策とと事事業業一一覧覧  

     

○村全体の施策を職員全体で共有し、より効果的・効率的な行政運営を行
　う

○行政サービスの共助・自助への移行を検討する委員会を設置し、行政に
　頼ることなく、自らの地域を創る意欲あふれる人材や組織づくりを進め
　る

○村民、企業、行政の役割分担を明確にして、村民が行政に参画しやすい
　村づくりを進める

　計画的な行政の推進

○第６次総合振興計画の各専門部会委員による計画推進チェック組織を設
　置し、毎年次でのチェック、村への提言を行う

○村政について村民が自由に発言できる環境、施策・事業の進捗が村民に
　わかりやすく伝えられる仕組みを整える

○村民の多様な要望に応え、基本計画を着実に実施していくため、事業の
　重要性を見極めた効果的な予算配分と各種補助金等の見直しを行う

　生活利便性の向上

○近隣自治体との公共施設の広域的な相互利用など、連携強化に向けた検
　討を進める

●●【【重重点点事事業業】】行行政政ササーービビスス迅迅速速化化・・利利便便性性向向上上推推進進事事業業（（⇒⇒PP7711））

　時代に対応した行財政運営

　健全な財政運営

●●【【重重点点事事業業】】健健全全財財政政維維持持検検討討事事業業（（⇒⇒PP7711））

　共助・自助の仕組みづくり

行財政分野の柱：連携して課題に立ち向かえる自立した地域

　連携と村民参加の推進

　行政区の活性化に向けた取り組み

●●【【重重点点事事業業】】行行政政区区地地区区別別計計画画のの策策定定（（⇒⇒PP7700））

○地区別計画策定に向けた話し合いを通じ、行政区同士の連携を踏まえた
　新たな地域コミュニティのあり方についても検討を行う

凡例
　区分

　施策

〇取り組み内容

●●【【重重点点事事業業】】

69



行
財
政

行財政
基本計画　第２章　分野別計画

 

70 

（（２２））重重点点事事業業  

事事業業名名  行行政政区区地地区区別別計計画画のの策策定定  

行政区ごと又は複数行政区合同で、農地や里山、山林等の土地利用計画や景観に関する考

え等を含む地区別計画策定を目指します。 

また、人口減少や高齢化が進む中で、行政区同士の連携を踏まえた新たな地域コミュニテ

ィのあり方についても検討を行います。 

 

【【工工程程表表】】  

年年度度  全全体体  行行政政区区  村村((村村づづくくりり推推進進課課))  

RR33  ・地区別計画策定に向け

て行政区毎に話し合い 

（行政区の活動方針、農地

の利用、山林整備、景観形

成等を含めた土地利用計

画、伝統芸能や地域行事の

維持、交流事業、健康づく

り等） 

・行政区内での意見等の

取りまとめ 

・策定方法の検討、提示 

・行政区への説明実施 

・補助金等の支援策の内

容検討 

RR44   ・意見の取りまとめが完

了した行政区から順次計

画策定、実行 

・計画策定の補佐、補助金等

の支援策実施 

RR55  ・全行政区の地区別計画

の策定 

  

RR66  ・計画の実行 ・計画の実行  

RR77   
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事事業業名名  健健全全財財政政維維持持検検討討事事業業  

ふるさと納税の活用などによる村の収入確保とともに、経費の節減・合理化とコスト意識

の徹底など限られた財源の有効活用に向けた方策を検討します。村民は、広報を読むなど、

村の財政状況について知った上で、行政区単位でのコスト意識の向上への取り組みを進めま

す。村は村の財政状況について広報などで村民に周知するとともに、村職員のコスト意識の

徹底を図るほか、公共施設の適切な更新・廃止等を随時検討します。 

 

【【工工程程表表】】  

年年度度  全全体体  村村民民  村村((総総務務課課・・村村づづくくりり推推進進課課))  

RR33  ・村の収入確保、財源

の有効活用検討 

・広報を読むなど、村の財

政状況について知る 

・行政区単位でのコスト

意識向上への取り組み 

・自らできる方策につい

ての検討、役場の意見収集

に協力 

・ふるさと納税返礼品のニーズ

調査、内容検討 

・村の財政状況について広報な

どで村民に周知、意見募集 

・役場職員のコスト意識の徹底 

・公共施設の更新等随時検討 

RR44      

RR55     

RR66     

RR77     

  

事事業業名名  行行政政ササーービビスス迅迅速速化化・・利利便便性性向向上上推推進進事事業業  

行政サービスの迅速化や利便性の向上を目指し、新たな仕組みの導入を検討します。安心

して暮らせる環境づくりのため、生活利便機能の利用しやすさ向上を目指し、まずは、村民

意見を収集しながら効果的なサービス導入について検討を進めます。サービス開始後は、利

用状況を見ながら再検討・検証を行い、よりよいサービスへ随時修正していきます。 

 

【【工工程程表表】】  

年年度度  全全体体  村村民民  村村  

RR33  ・準備期間 ・意見等収集 ・意見等収集、サービス導入の検

討 

RR44  ・サービス開始 ・利用、検証 ・予算化、導入、意見収集 

・サービス向上を図るため、随時

内容を検証、修正する 

RR55     

RR66     

RR77     

71


